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論文内容の要旨
【背景および目的】近年の心エコー機器の進歩から、経胸壁ドプラ心エコー図法 (TTDE)による冠循環
評価が可能になった。非侵襲的に繰り返し計測を行えるという心エコー図法の利点を生かし、健常者を対
象とした冠血流動態の研究が可能となった。また、閉経前の女性における冠動脈疾患の発生率は、男性や
閉経後の女性に比して低いことは周知の事実であるが、女性ホルモンと冠微小循環との関係は未だ明らか
ではない。今研究の目的は、経胸壁心エコー図を用い、性周期や女性ホルモン補充療法と冠微小循環との
関係を明らかにすることであるo
【方法】 TTDEを用いて、健常な閉経前女性(15例)男性(15例)閉経後女性(10例)の左前下行枝 (LAD)
血流速度を計測した。 ATP負荷前と負荷中に冠血流速度の計測を行い、その比を冠血流予備能 (CFVR)
とした。閉経前女性は、排卵期と卵胞期lこCFVR測定を行い、男性は2週間の間隔で2回のCFVR測定を
行った。閉経後女性は合成エストロゲン(1.25mg)の内服前と 2時間後にCFVRを測定した。
【結果】閉経前女性の血中17βエストラジオール濃度は、排卵期に上昇し、卵胞期には男性や閉経後女性
と同レベルにまで低下した。(123:t9， 28:t 6， 25:t 9， 19:t1 pg/ml， p<O.OOOl)。閉経前女性におい
て、排卵期のCFVRは卵胞期に比して有意に高値であった (4.8:t0.4vs. 3.7:t0.8， p<O.OOOl)。男性の
CFVRは変化しなかった (3.7:t0.6vs. 3.8:t0.5， p=ns)。合成エストロゲン内服後、閉経後の女性の
CFVRは有意に増加した (4.1:t0.8vs. 3.4:t0.8， p<0.0005)。
【結論】閉経前女性のCFVRは排卵期に増加した。閉経後女性のCFVRはエストロゲン補充療法後に増加
した。これらの結果は、エストロゲンの冠微小循環の改善効果を示唆するものであるO
論文審査の結果の要旨
近年の心エコー機器の進歩から、経胸壁ドプラ心エコー図法(TTDE)による冠循環評価が可能になっ
た。非侵襲的に繰り返し計測を行えるという心エコー図法の利点を生かし、健常者を対象とした冠血流動
態の研究が可能となった。また、閉経前の女性における冠動脈疾患の発生率は、男'性や閉経後の女性に比
して低いことは周知の事実であるが、女性ホルモンと冠微小循環との関係は未だ明らかではなし1。今研究
の目的は、経胸壁心エコー図を用い、性周期や女性ホルモン補充療法と冠微小循環との関係を明らかにす
ることである。
TTDEを用いて、健常な閉経前女性15例、男性15例、および閉経後女性10例の左前下行枝 (LAD)血流
速度を計測した。アデノシン三燐酸(ATP)負荷前と負荷中に冠血流速度の計測を行い、その比を冠血流
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予備能(CFVR)とした。閉経前女性は、排卵期と卵胞期にCFVR測定を行い、男性は2週間の間隔で2
回のCFVR測定を行った。閉経後女性は合成エストロゲン(1.25mg)の内服前と 2時間後にCFVRを測定
しfこ。
閉経前女性の血中17βエストラジオール濃度は、排卵期に上昇し、卵胞期には男性や閉経後女性と同レ
ベルにまで低下した。(123:t9， 28:t 6， 25:t 9， 19:t1 pg/ml， p<O.OOOl)。閉経前女性において、排卵
期のCFVRは卵胞期に比して有意に高値であった (4.8:t0.4vs 3.7:tO.8， p<O.OOOl)。男性のCFVRは変
化しなかった (3.7:tO.6vs 3.8:tO.5， p=ns)。合成エストロゲン内服後、閉経後の女性のCFVRは有意に
増加した (4.1:tO.8 vs 3.4:tO.8， p<O.0005)。
閉経前女性のCFVRは排卵期に増加した。閉経後女性のCFVRはエストロゲン補充療法後に増加した。
これらの結果は、エストロゲンの冠微小循環の改善効果を示唆するものである。
よって、本研究は女性ホルモンが健常者の冠循環に及ぼす影響の解明に寄与しており、本研究者は、博
士(医学)の学位を授与されるのに値するものと認められた。
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